
ビジネス・コート誕生

新たなビジネス関連訴訟の拠点
 知財高裁

 東京地裁： 知財部、商事部及び倒産部

→・ ビジネス関連の部署を集約して専門性を強化

・ ＩＴ機器等を活用した一層の審理の迅速化

～デジタル化の取組におけるフロントランナー
・ 国際的な情報発信の推進、グローバルな視野からの裁判の実現
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民事裁判手続のデジタル化

ウェブ会議、民事裁判書類電子提出システム（通称：mints）

民事訴訟法等の一部を改正する法律（令和4年法律第48号）
 ウェブ会議による口頭弁論期日 ＊令和6年5月25日までに施行

 訴状等のオンライン提出 ＊令和8年5月25日までに施行 等

～訴え提起から判決までの手続がオンラインで行われる時代へ

民事執行・民事保全・倒産及び家事事件等に関するＩＴ化

＊法制審議会の部会で令和4年4月から検討開始
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民事裁判手続のデジタル化

知財高裁における具体的な運用状況

 ウェブ会議を活用した争点整理手続

 民事裁判書類電子提出システム（通称：mints）

＊令和4年6月28日から運用開始

＊約8割の利用希望
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知財調停

制度の概要と特色： 柔軟性、迅速性、専門性、非公開

運用状況
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特許権 10件

著作権 16件

商標権 5件

その他 1件

＜新受件数の内訳＞

合計32件

（うちプログラム著作権３件）

成立 16件

不成立 3件

取下げ 3件

移送 4件

＜終局事由の内訳＞

合計26件

０回 2件

１回 1件

２回 5件

３回 9件

４回 1件

５回以上 4件

＜終局までの期日回数（移送を除く）>

合計22件


